








日　時：平成 25 年 8 月 29 日（木）　15：00〜17：00





















日時：2013年 8月 29日(木) 
     15：00～17：00 
場所：教育・研究１号館Ａ棟 




















M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
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2―4―3	平成 25年度男女共同参画トップセミナー

























M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
平成 25年度男女共同参画トップセミナー










＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  
  ・性別 
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代    (  ) 30 代  (  ) 40 代  (  ) 50 代  (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長） (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）           (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）           (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 







 2. セミナーの開催時間について 
(  ) 適切である  (  ) 長い 
(  ) 短い 
 
  
 3. セミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 



















 1. セミナー受講前に、本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思っていましたか 
(  ) 努力が不足していると思っていた (  ) 努力は適切であると思っていた 
(  ) 努力は過度だと思っていた  (  ) わからない 









 2. セミナーを受講して、今後の本学における男女共同参画推進の取組について、どのように思いましたか 
(  ) さらなる努力が必要だと思った (  ) これまで通りの努力で良いと思った 








































































































































































































































































M u r o r a n  I n s t i t u t e  o f  T e c h n o l o g y
平成 25年度男女共同参画トップセミナー
日　時：平成 26 年 11 月 21 日（金）　15：00〜16：00
場　所：室蘭工業大学　本部棟　大会議室
講　師：下野　雅承　氏（日本 IBM取締役副社長執行役員）
　本学教職員むけの男女共同参画推進セミナーは平成 22 年度から年 1回開催されています。本年度は 11 月 21
日（金）15 時から大会議室において、日本 IBMの下野雅承氏を講師として迎えて開催され、53 名の参加があり
ました。佐藤学長の開会あいさつの後、下野氏から IBMにおけるダイバーシティ推進の取り組み、組織にとって







???? ?? ? ?????
???? ?? ?????????
教職員のためのトップセミナー 2014
日 時　平成 26 年11月 21日
      15：00～16：00













??? ??? ???????????????? ?? ???
?? ? ??? ???
15:00 ～ 15:05 開会挨拶（佐藤一彦学長）
15:05 ～ 15:45 講演（下野雅承氏）
15:45 ～ 15:50 日本IBMｿﾘｭｰｼｮﾝｽ よﾞりご挨拶（代表取締役社長 福井素子氏）　
15:50 ～ 15:55 質疑応答
































体的な数字で言いますと、平成 25 年 5 月、この事業
の申請時点では、博士研究員を含めて女性研究者は 8























































































＊ （ ）内に○を記入して下さい 
  ・性別  
(  ) 男性     (  ) 女性 
  ・年齢 
(  ) 20 代   (  )30 代   (  ) 40 代   (  ) 50 代   (  ) 60 代 
  ・職 
(  ) 常勤  (  ) 非常勤 
‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒‒ 
(  ) 教員（副学長、理事補及び領域長等部局長）  (  ) 教員（左記以外） 
(  ) 事務職員（管理職）          (  ) 事務職員（左記以外） 
(  ) 技術職員（管理職）          (  ) 技術職員（左記以外） 
(  ) その他 
   
Ⅰ．本セミナーについて 
  
 1. セミナーの開催時期について 
(  ) 適切である  (  ) 別の時期がよい (   月頃) 







 2. セミナーの講演時間について 
(  ) 適切である   (  )長い          (  ) 短い 
 
3. 時間帯について 
    (  ) 今回と同様    (  ) 教授会の前    (  ) 教授会の後     
(  ) その他：                                        
 
 
 4. 今日のセミナーの話題について 
(  ) 関心を持つことができた  (  ) 関心を持てなかった 































































































































































































































































































日　時：平成 27 年 11 月 13 日（金）　14：30〜16：00
場　所：室蘭工業大学　大学会館　多目的ホール
講　師：近藤　宣之　氏（株式会社日本レーザー代表取締役社長）
　2015 年度のトップセミナーは、3 年間の「平成 25 年度　文部科学省　科学技術人材育成費補助事業　女性研
究者研究活動支援事業（一般型）」プロジェクト最終年度にあたることから、女性研究者研究活動支援事業成果
シンポジウムと併催で開催しました。約 50 名の参加がありました。このシンポジウムの様子は 14 日（土）の室
蘭民報朝刊で紹介されました。
50







































































































25 年度に採択させていただきまして、25 年、26 年、










































































































し、 コ ー デ ィ ネ ー





















































　創刊号が平成 26 年 8 月、2 号が 27 年 3 月、3 号が










































































整段階で、女性 1 名は来週、男性 2 名もそのうちとい
う感じで、あと数名からお問い合わせが来ています。
　そのほか、毎週金曜日の定時退勤日や、会議は原則



















6.3％というものでした。27 年の 5 月 1 日の段階で
7.7％ということで、目標は達成できました。ただ








　参考としまして、平成 25 年から 27 年 11 月の女性
採用者数を示します。女性限定公募は 6 名でした。26
年度が 5 件、うち 1 件は結果的に内部の方の昇任でし

























































































































































清末　ということで、2 人は本当に win-win の関係で





























48 年 目 で す が、 年
商は 40 億円、従業
員は 60 名という典
















いますが、今月 30 日（2015 年 11 月 30 日）にキャリ
ア支援を経営の柱としている企業を表彰しようという
ことで、その 2015 年度の全国 9 社の中に選ばれまし
た。ありがたいことに、そうそうたるメンバーです。





















































































送金したレートは 1 ドル 80 円だったのです。我々の
規模では 2,000 万ドルを調達しますが、安倍さんが
2012 年末に総理大臣になり、2013 年に黒田さんが日










なっています。1 年を通して 25 億円です。そうする
と、つい 3 年前に 16 億円ということは 9 億円の差な
のです。中小企業の方もいらっしゃると思いますが、
たった 40 億円位の会社で 9 億円のコスト増だったら
ひっくり返りますね。我々の人件費は全部で 4 億円、
会社はオフィスから何から名古屋も大阪も全部賃借で




















すが、利益は、赤字になるはずの 2013 年が 7,000 万
































60 人で 40 億円位の社長が社長室を持たないで、会社
の大部屋の中にいるわけです。ここは 130 坪位あって











は年が明けると 72 歳ですが、就業規則上 70 歳までは
健康で貢献し続ける限り誰でも働けます。二人が





けた時の 30 名が、今は 60 名で倍になりました。でも













ていけます。200 万円とか 300 万円では食べられませ
んね。でも、うちは定年再雇用でも年収 420 万〜540
万円位を制度化しています。65 歳で年金が平均 200
万円出ます。そうすると、会社は 220 万円から 340 万
円支給すると 65 歳までと同じ年収 420 万〜540 万円

















平均は 770 点で、男性は 700 点で、圧倒的に女性のほ
うが出来ます。TOEIC を 500 点取ると、月 5,000、年
間 6 万円、900 点いったら月に 2 万 5,000 円、年間で












































いて、TOEIC を 600 点超えたので出したのですけれ
ども、相当鍛えられています。
　ちなみに言うと、2 月のサンフランシスコとか 6 月
のミュンヘンにふつう同業者は四、五人出しているの

























































社の業績は間違いなくプラスになります。B to C が
女性の感性というもので企画開発担当にしたのです。
























































































来てもう 20 年います。17 年たった時に子どもが大学
生になったので嘱託になりました。その後、私のこう
























































































































































































性も 1 名いましたし、中国人は 5 人正社員を採ってい













































































































































と 250 人、20 項 目 あ る か ら 5,000 項 目 で す。 そ の
5,000 項目を昔は徹夜で合宿して全部評価して、それ













































































































































































































































































































































































































































































いての情報提供として、平成 26 年 3 月に学長メッセージやスタッフ紹介を掲載したチラシ「室蘭工業大
学の女性研究者支援について」を作成し、時期により改定を加えつつ様々な機会を利用して学内外に配




roran Institute of Technology Guide Book に情報を掲載した。学内誌「蘭岳」には、131 号（平成 26 年
9 月発行）と 132 号（平成 27 年 4 月発行）に男女共同参画推進室の情報を掲載したほか、132 号の特集
では、「新入生の皆さんへ」と題して、学生向け「キャリア形成のためのランチセミナー」開催などの活
動を紹介する記事を掲載した。また、Letters From Muroran IT での情報提供のほか、室蘭工業大学同
窓会誌「モ・ルラン」58 号（平成 27 年 4 月発行）では、［大学は今・母校だより］に「本学の男女共同





成 26 年度 16 回、27 年度は 12 回となった。著作権に関しての使用許可を得る手続き等、各媒体の指示に
従って取り扱った。また、これを受け取った複数の教員から「重要な内容なので、全教職員に学内メー
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